
 
  豚コレラ発生に伴う疫学調査結果を踏まえた 
  飼養衛生管理基準の再徹底について 

   岐阜県で２例目が確認された岐阜市畜産センターでは、１例目発

生以降、公園エリアで死亡野生いのししから２頭、本病陽性が確認さ

れていました。現地調査を実施したところ、以下の飼養衛生管理基

準が遵守されていないと考えられる内容が確認されました。 

①豚舎周辺だけが飼養衛生管理区域に設定されていたこと。 

②公園エリアと畜産エリアで共通の重機が利用され、洗浄・消毒が 

 行われていなかったこと。 

③公園エリア作業者が豚舎に入る際の衣服の交換、専用長靴に換 

 えることなく飼養管理をしていたこと。 
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１）適切な衛生管理区域の設定  
 衛生管理が必要となる畜舎の他に、飼料給与、清掃、豚の出荷  
 及び死亡豚の管理等の一連の作業に関連する農場内の敷地の  
 全てを衛生管理区域とすること。  

２）野生動物等からの病原体の侵入防止  
 野生動物の衛生管理区域内への侵入、排せつ物の混入の防止  
 飲用に適した水の給与、死亡畜を適切に保管すること。  

３）衛生管理区域に立ち入る車両等の消毒  
 衛生管理区域以外の区域で使用していた器具や重機等を、  
 区域内で使用する場合、病原体を持ち込む恐れがあることから  
 充分な水洗と適切な消毒を実施すること。  

４）衛生管理区域専用の衣服及び靴の使用  
 衛生管理区域以外で使用していた衣服や靴を区域内で使用す  
 ると、病原体を持ち込む恐れがあるので、衛生管理区域専用  
 の衣服及び靴を設置し、立入者の全ては確実に着用すること。  

５）教育連絡等  
 畜舎内で飼養管理を行う者は出来るだけ限定し、消毒や作業  
 手順について意志統一を図って下さい。  

豚・いのしし飼養農場においては、改めて飼養衛生
管理基準の見直し及び遵守の徹底をお願いします。 



（参考） 
 野生いのししで豚コレラ陽性が確認されている地域又は野
生動物による病原体の侵入の危険性が考えられる地域では
以下の対策が強化されています。 
 

１）野生動物等からの病原体の侵入防止  
 電柵やワイヤーメッシュを設置することにより、衛生管理区
域へ野生いのししの侵入を防止すること。 

 

２）衛生管理区域専用の衣服及び靴の使用  
 畜舎外の衛生管理区域が病原体に汚染されている
可能性が考えられるので、衛生管理区域に立ち入る
全ての者は、畜舎ごとに畜舎専用の衣服及び靴を設

置し、使用すること。  

異常をみつけた場合には直ちに山梨県東部家畜保健衛生所まで 
電話： 0 5 5 - 2 6 2 - 3 1 6 6  F A X ： 0 5 5 - 2 6 2 - 3 1 0 8  
夜間・土日・休日の連絡先： 0 9 0 - 5 5 3 5 - 8 0 0 5  
土日・休日の連絡先： 0 9 0 - 5 5 4 4 - 7 8 6 8  


